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＜参考＞
北海道公式観光サイト
　https://www.visit-hokkaido.jp/index.html
ようこそ東川
　http://www.welcome-higashikawa.jp/

羽衣の滝（北海道上川郡東川町天人峡） 散

上野東照宮

＜参考＞
上野東照宮公式ホームページ
　https://www.uenotoshogu.com/

写真　天人峡の渓流・渓谷

写真 2　透塀

写真 1　上野東照宮 社殿

■アクセス：
　●旭川空港から車で約45分
　●道央道旭川北ICから約70分

　上野東照宮は、東京都台東区上野公園に鎮座する神社である。1627年（寛永4年）、家
康公をお祀りする神社として、東比叡山寛永寺境内に建立された。1646年（正保3年）に
朝廷より正式に宮号を授けられ「東照宮」となった。境内は、季節によって春は牡丹と
桜の名所として、秋はダリアの特別展示、冬は初詣や牡丹鑑賞など、一年をとおして
賑わう。
　社殿（写真1）へは、大石鳥居をくぐり、水舎門を抜け、左右を石灯籠が建ち並ぶ表参
道を進む。陽の光が当たると金箔の壁がまばゆいばかりに輝く社殿は金色殿とも呼ば
れる。社殿の四方を色鮮やかな透塀（写真2）が囲む。上段には野山の動植物、下段には
海川の動物が彫刻され、金箔で覆った上から岩絵の具で彩色を施す生彩色と呼ばれる
伝統的で豪華な色彩方法で描かれている。高い技術と丁寧な作業が伺える。中段の菱
格子は、向こう側が透けて見える意匠が施されおり、透塀と呼ばれる所以となっている。
　現存する社殿は、三代将軍・徳川家光公の命により、1651年（慶安4年）、日光に準じ
た金色殿に建て替えられた。透塀とともに国指定の重要文化財である。これまで関東
大震災による倒壊や第二次世界大戦の東京大空襲による焼失を免れてきた。数々の強
運から、出世、勝利、健康長寿などにご利益があると信仰され、祈願成就を願う人々
が後を絶たない。

　羽衣の滝（表紙写真）は、天人峡（写真）の一角に位置する、道内最大約270mの落差
を誇る日本屈指の名瀑である。忠別川（写真）の支流アイシポップ沢と双見沢からの
流れが7段に屈折しながら落下し、滝の途中で2つの沢が合流している。水の流れと
景観の素晴らしさが天女の羽衣を思わせることから、大町桂月※1）により命名された
と言われている。1951年に北海道指定名勝として文化財に指定、1991年に「日本の滝
百選」に選定された。
　天人峡は、大雪山国立公園の南東の山麓、忠別岳から流れる忠別川の上流にある
峡谷である。約3万年前に起きた巨大噴火と、その後の長い年月をかけた浸食によっ
て形成された柱状節理※2）の断崖絶壁が、峡谷のシンボルとなっている。
　10月初旬の頃、岩場の隙間から映える赤や黄に染まった紅葉と、雄々しい岩場の
コントラストは、訪れる人々を魅了する。柱状節理と紅葉の競演をカメラに収めよ
うと、多くの写真愛好家が訪れる。
※1）高知県出身の詩人、歌人。北海道各地を旅行し、その魅力を紀行文で紹介。層雲峡や羽衣の滝の名付け親
でもある。

※2）節理と呼ばれる両側にずれの見られない規則性のある割れ目を持つ地質構造。

（表紙の写真）

場所：北海道上川郡東川町
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